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略 歴
略 歴
青森県弘前市茂森町にて出生
弘前市立第二大成小学校入学
同校卒業
青森県立弘前中学校入学
同校卒業
第七高等学校造士館第一部丙類入学
同校卒業
東京帝国大学経済学部経済学科入学
同大学卒業
日本生命保険株式会社入社
イギリス留学
(553) 241 
Institute of Actuaries等にて生命保険数学勉学
Faculty of Actuariesの PartI試験パス
アメリカ留学
ハートフォードにおける Life Insurance Research 
Bureau; Connecticut Mutual Life Insurance Co.等
にて生命保験実務を勉学
横浜に帰着
大阪本社主計部数理課所属となる
数理課長に任ぜられる
国外事情調査課長に任ぜられる
なお 1カ年間関西大学講師となる
神戸出張所長に任ぜられ新契約募集に活動する
国外事情調査課長に任ぜられる
青森営業部長として外野に活動する
仙台分局長として終戦前地方に分散疎開した保険料原
票の整理その他の事務に当る
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31年 4月
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32年10月
33年10月
34年10月
37年4月
40年 7月
著
著作目録
本社調査部調査役に任ぜられる
日本生命を定年退職となる
なおその間24年 6月より 3カ月間および25年4月より
3カ月間京都郵政研修所（丹波橋）講師となる
また28年4月より31年 3月まで 3カ年間関西大学講師
となる
関西大学専任講師（商学部）に任ぜられ，保険論を担
当する
同大学教授に任ぜられる
補導主事を命ぜられる (1カ年）
商学部長代理を命ぜられる (1カ年）
就職主事を命ぜられる (2カ年7カ月）
大学院商学研究科修士課程教授に任ぜられ，保険論を
担当する
関西大学健康保険組合互選議員（事務監査委員）（ 3ケ
年）を命ぜられる
著作目録
書
日本生命保険株式会社五十年史 続編
日本生命保険相互会社
アメリカ退職年金制度 ミネルヴァ書房
保険辞典下巻（退職年金関係事項）保険研究所
発行年月
昭和 32 3 
保険論 I（総論）
保険論I（生命保険）
晃洋書房
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著作目録 (555) 243 
論文
団体恩給保険
終戦後の我が国生命保険事情について
米国社会保障制度における老令および
遺族年金制度の変遷 (1) 
巻号年月
生命保険経営 1I 5 5 10 
経済論集 V 7 30 11 
商学論集 I 6 32 3 
“
 
/ (2) I I 
米国社会保障制度における老令および遺族年金
制度の1965年の改正 II II 
イギリス私的退職年金制度の発展について (1) II II 
II 
，
 
(2) / / 
Il 1 32 5 
]I4 32 10 
VH 1 37 4 
珊 2 37 6 
イギリス私的退職年金制度における
基本的諸事項について 生命保険経営 31 1 38 1 
イギリス私的退職年金制度の租税特典について(1)商学論集
Vll 3•4 
合併
38 10 
1 1 (2) 1 1 Vll 5 38 12 
1 1 (3) 1 1 Vll 6 39 2 
イギリスの自家投資基金および団体保険年金制度
勝呂弘博士還暦記念「保険の理論と新展開」 38 8 
イギリス私的退職年金制度における養老保険に基づく制度
末高博士古稀祝賀論文集「保険学の論理と現実」 40 3 
イギリスにおける国民年金と私的退職年金制度との調整
•総合その他について (1) 商学論集 X 1 40 4 
1 1 (2) 1 1 X 2 40 6 
イギリスにおける寡婦遺児年金制度
その他死亡給付制度
醗 訳
イギリス私的退職年金制度における現状（上）
// //  （中）
X3•4•5 40 11 
商学論集合併
// 
“ （下）
生命保険
協会々報
47 2 42 8 
/ //48 1 42 11 
//II 48 2 43 3 
